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婚礼からブライダルへ
　冠婚葬祭と言われるように婚礼は、人間の人生の中の四大祭事の
一つであり、太古の昔から存在していた。婚礼とは新たに結ばれる
結婚、婚姻関係を表すものである。長い歴史の中で婚礼は人々の意
識を反映しながら変化をとげてきた。なぜなら、婚礼とはその時代
に生きる人々の結婚を表すものであるからだ。
　室町時代に我が国の婚礼文化は整ったといわれているが、基本的
に当時の婚礼は足利幕府の礼道教育の影響により厳格な形式を重ん
じるものであった。明治時代には、近代国家の成立により、伝統的
な儀礼や習俗は非合理的なものであって文明開化にふさわしくない
と考えられた。そのため、男女の平等を前提とした「契約結婚式」
や「キリスト教挙式」が公の場で行われるようになるなど新しい婚
礼がいくつか誕生した。しかし、1880 年代後半になるとそれまで
の西欧化に反発して国粋主義が台頭し、日本の伝統に基づく挙式と
して「神前挙式」が登場し、人々に広まった。大正時代の戦時下には、
「結婚報国」という名のもとに結婚が国家により統制管理され、「冠
婚の新様式」が発表され、このとき初めて挙式と披露宴を分ける考
えが生まれた。戦後にはアメリカの自由主義思想により平等が社会
正義になった。挙式と披露宴の二部構造である結婚式が浸透しきり、
挙式は神聖で荘厳な儀式となり、披露宴は娯楽性の高い宴が求めら
れるようになった。1970年代には、日本は高度経済成長をへており、
それまでは各家庭で行っていた結婚式も一般の人々も家の外である
神社やホテルであげるようになった。1980年代は景気の良さから「ハ
デ婚ブーム」がおこり、披露宴の演出は過剰なほど盛大に行われて
いた。1990年代になると、ハデ婚の反発から「オリジナルウエディ
ング」が流行し始める。挙式形体の中で「キリスト教挙式」の実施
率が最も高くなった。これは、純粋な宗教意識の表れでなく、様々
な雰囲気のチャペルやドレスといったこの挙式形体が持つ、多様性
による支持の結果である。
　現代では婚礼を含む「ブライダル」という言葉が誕生し、婚礼が
長い歴史の中で変化したようにまた新たな変化をしようとしている
過渡期である。人々の多様な結婚に関する意識である「オリジナル
ウエディング」の流行を受けてブライダルは婚礼に関わるものごと
を指すため、実に多くの意味を含んでいる。現代人は、長い歴史を
持つ婚礼と自身の結婚観との間で新たなる婚礼であるブライダルを
誕生させ、自分たちの意識にあった結婚の表現方法を模索している
のが現状である。
現代人のブライダル意識
　本研究では、ブライダルおよび結婚式のことを調べるために独自の
調査をした。この調査と共にゼクシィが行っている結婚式の意識調
査などをあわせて現代人はなぜブライダルを行っているのかを探っ
た。現代社会では結婚することが、当然の認識ではなくなってきて
いる。そして現代人の多くが結婚に求めることは「個人が愛情によ
り結びつき、これによって精神を満たすこと」（図1、図 2）である。
　これが実現できればいつ、どこで、だれと、どのように結婚する
のかはあまり問題としておらず、結婚に対する意識は年々自由になっ
ている。また、現代の結婚の表現であるブライダルは依然としてそ
の中心は挙式と披露宴である。（図 3）もちろんこれらが含まれてい
なくとも人によってはブライダルが成立するが未だに多くの人が挙
式や披露宴といった結婚式を重視している。
図1　調査別にみた結婚することの利点（男性）
出所：国立社会保障・人口問題研究所「第13回出生動向基本調査」
図2　調査別にみた結婚することの利点（女性）
出所：国立社会保障・人口問題研究所「第13回出生動向基本調査」
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　現代人は近代化をへて、世俗化が進み合理的な考え方をする傾向
にある。そして、「身近な人々を重視する」（図4、図 5）という特徴
を持つ人が多い。
　披露宴で招待客をもてなそうとするのはこれらの意識に影響され
ているからだと考えられる。披露宴に対し、挙式は、「厳格な儀式」
であるためこういった意識が反映されにくい。しかし、全く影響を
受けずにいるわけではなく、今後挙式も現代人の意識に沿ったもの
に変化していくと推測される。
今後のブライダル
　現在最も支持されている挙式形態はキリスト教挙式であるが近年
この形態の挙式率が下がっている。この原因は、人々がキリスト教
信者ではないのにキリスト教挙式を挙げることに違和感を覚え始め
たとからだと思われる。近代化がより進み世俗化が進むことによっ
てもともと教義が強く、一神教的な宗教信仰に束縛される必要性を
感じていない現代の日本人は、結婚式に宗教が介入することに疑問
を感じ始めた。そして、これが反映されるように少しずつではある
が人前挙式の人気が高まっている。人前挙式が支持を高めてきた理
由はもう一つある。人前挙式は特定の宗教の神に結婚の誓いをたて
るのではなく、新郎新婦が結婚式に招待した人に結婚の誓いをする
ものである。現代人の多くの人は「身近な人たちを重視する」とい
う特徴を持つため、人前挙式はかれらの意識に最も合った挙式形態
であるといえる。しかし、未だにキリスト教挙式や神前挙式が支持
されるのはこれまでのブライダルで培われたイメージによる憧れや、
「一生を左右する重大な門出」に「厳かな雰囲気」を人々が求めてい
るからだと思われる。人前挙式は参列者や証人といった「人に結婚
の誓いを立てる」というスタイルのため、他の宗教と結びつきがあ
る挙式形態に比べ歴史的背景や厳粛さが低くなる。しかし、今後、
人前挙式が「厳かな雰囲気」を演出することができれば現代人の意
識に最も合った挙式形態になり得るため、多くの人々が、特に「身
近な人たちを重視する」といった特徴をもった人々がますます人前
挙式を行うであろうと推測される。
図3　ブライダルに必要不可欠なもの　出所：著者作
図4　生活目標　出所：「日本人の意識」調査
図6　挙式形態実施率　出所：ゼクシィ結婚トレンド調査2005
図5　生活目標（オリジナルアンケート）　出所：著者作
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